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１．都市設備研究会（RACEE）の発足 

 本学会のルーツは、１９６６年（昭和４１年）

３月２２日に第１回が開催された「都市設備研究

会」である。当時、関東学院大学教授であった木

村宏が会長を務めていた。研究会の英文名称は 

Research Association of City Environmental 

Engineering（RACEE）である。 

 ４年後の１９７０年６月５日、この研究会の会

誌として「都市設備研究」Vol.１が発行された。

これが、名称は変更されているが、本学会の学会

誌第１号である。この中で、木村会長が「創刊に

あたって」と題して、『都市設備ということばも、

こんにちではすでに学会の公用語となり、一般に

も次第に広く使われるようになってきました。一

方、都市設備および関連施設に対する社会の関心

が急速に深まり、特に地域暖房プラントや清掃工

場、下水処理場、発電所などが専門家以外の人た

ちの間でもよく話題にのぼります。この研究会の

発足当時には比較的目新らしかった問題でも、そ

のある部分はいまや社会常識に近いことがらにな

っています。しかしながら、都市環境計画におけ

る都市設備の本格的な位置づけはこれからであり、

都市設備は今後、都市環境計画のベースとして都

市エネルギー・システムとして確立していくもの

と考えられます。われわれは、在野の自由な研究

会としての活動を通じて、より高い次元で環境問

題と対決し、社会福祉のため、学問的、技術的な

面で正しい方向を打ち出していかねばなりません。

さらにまた、この問題は単に日本国内にとどまら

ず、広く諸外国と連携を保って推進していく必要

があります。』と述べている。対象とする領域は、

拡大し、変化してきているが、本学会の取り組み

の基本的な姿勢として今に引き継がれている。 

２．都市環境工学会（RACEE）への発展 

 この翌年の１９７１年、都市設備研究会は「都

市環境工学会」へと発展解消された。研究部会と

して、基本計画部会、大気環境部会、水環境部会、

都市設備部会、廃棄物部会の５つが設けられ、研

究活動に取り組む形が整えられた。英文名称は変

更されていない。なお、学会誌は、１９７３年１

０月発行の Vol.５までは「都市設備研究」の名称

を用いていたが、１９７４年６月発行の Vol.６か

らは「都市環境工学」に変更され、１９７５年か

らは、季刊誌として年間４号の発行し、１９８７

年の Vol.１８まで刊行が続けられた。 

３．研究発表会の開催へ 

 会員の研究成果の発表の場としては、学会誌だ

けでは不十分であり、口頭発表と会員相互の質

疑・討論を経て研究内容の発展向上を図る場を設

ける必要があるとの認識から、研究発表会を開催

することを企画し、１９８３年１２月３日、第１

回の「都市環境工学研究発表会」が開催された。

５つのセッションに分かれて２２編の研究発表が

行われたが、内容としては、都市環境管理、都市

エネルギー計画、都市廃棄物、空気汚染、都市熱

環境、ビルの省エネルギー、ビル管理システムな

どが取り上げられており、これらは、現在の学会

発表においても、多く取り上げられている分野で

ある。なお、「都市環境工学研究発表会」の名称で

の研究発表会は、１９８７年１２月１８日に開催

された第５回が最後である。 

４．国際シンポジウムの開催へ 

 学会内に、都市環境工学や建築環境工学に関す

る研究者や関心をもつ人々の国際的な交流の場を

設ける必要があるとの認識が高まってきたことか

ら、１９８７年、留学生時代から交流のあった韓
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国・漢陽大学の孫教授の協力を得て、建築・都市

環境工学国際（韓－日）シンポジウムを１０月２

６日、韓国・ソウル市において開催した。 

 当初は継続的な開催は、必ずしも意図していな

かったが、「建築・都市環境国際シンポジウム」と

して現在の学会に引き継がれており、隔年ではあ

るが、継続的に開催している。昨年は、第９回の

国際シンポジウムを九州支部のお世話により、熊

本大学で開催した。 

５．日本環境管理学会（RIEMAM）への改組 

 １９８８年７月２５日、都市環境工学会を発展

的に改組し、「日本環境管理学会」として再発足さ

せた。この間の事情は、この年の９月に発行され

た「日本環境管理学会ニュース」に、「発足にあた

って」と題して、木村宏会長が、『都市環境のみな

らず、建築環境の質的向上に対する要求も急速に

高まり、特に高度なエレクトロニクス技術の導入

に伴う、建築設備技術を駆使した高機能化の傾向

は極めて顕著です。そのため、それらのシステム

によって形成されたハイレベルな環境を総合的な

経営から管理することが重要な課題となっており

ます。建築物の内外でのこのような傾向、及び高

機能環境の増加に対応する高度な管理技術、そし

てそれを意義づける基本的な環境管理コンセプト

の確立は急務といってよいでしょう。しかしなが

ら、現在、建築物の経営と密着した環境管理を専

門とする人々にとって、必要な技術交流や研究発

表の機会はきわめて少なく、研究成果等をオーソ

ライズする場も限られております。ひるがえって

考えてみますと、都市でも、建築でも、基本的に

は造る、管理する、使うという三つの行為がバラ

ンスよくリンクして初めて、目的に合致した良好

なレベルの環境を形成することが可能になるので

す。このような環境を実現するためには、環境管

理哲学を基盤とした学問・技術体系の中で、環境

の形成に関与するさまざまな行為それぞれの責任

につき考えなければなりません。今や、時代は単

なる物造りから、高次元の環境管理を考える時代

へと移行しつつあるといってもよいでしょう。そ

こで、マクロな環境管理の思想の下に都市・建築

の環境管理を総合的に研究する機関としての学会

の存在が必要と思われます。以上のことから、今

後は建築物環境管理の分野を強化して、その学

問・技術体系を確立し、関係者の社会的、技術的

レベルを高めるため、新しくかつ幅広い視野に立

つ学会を組織する必要があると考え、新学会を発

足させた次第です。』と述べている。 

 このような背景から、本学会の研究対象分野と

して、広域環境管理、建築環境管理、ビルディン

グ・マネージメント、ビルディング・メンテナン

ス、環境管理論、の５つが掲げられている。 

 なお、学会の英文名称は、Research Institute of 

Environmental Management, Adminis- tration 

and Maintenance of JAPAN（RIEMAM）である。 

 また、新学会の再発足に伴い、論文集としての

「環境の管理」と、会報としての「Newsletter 

RIEMAM」の刊行を新たに開始した。 

６．支部の設立へ 

 本学会の対象領域が、建築環境管理やビルディ

ング・メンテナンスにまで拡大されたことに伴い、

学会に対するビルメンテナンス業界他の関心が高

まり、東京近辺ばかりではなく、地方からも多く

の方々が会員として参加していただいた。これに

伴い、地方における活動を活発化することを目指

し、１９９０年１１月９日に熊本に九州支部を、

１９９３年９月２１日に札幌に北海道支部を、ま

た、１９９４年１２月１日には広島に中国支部を

設立した。 

 その後、研究発表会の開催を、１年おきに各支

部持ち回りでお願いしている。 

７．将来に向けて 

 平成８年に会長に選任されたが、学会としての

基本的な取り組みは、前会長の思想を引き継いで

いる。 

 我が国における様々な経済的・社会的動静から

しても、フローの時代からストックの時代へと移

行したと言われるように、今後とも、建築の長寿

命化や持続可能な社会を目指していかなければな

らないことおは必須であり、維持管理や修繕・保

全を含めた環境管理の思想の更なる普及が求めら

れているといえます。 

 日本環境管理学会においても、ここで示したよ

うな歴史的背景や学会再発足時の理想や哲学を忘

れることなく、都市環境管理と建築環境管理に係

わる研究活動や普及啓蒙活動に更なる精進を重ね

ていく覚悟である。 

 関係する皆様方の、益々のご協力とご助力をお

願いいたします。 
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